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知
り
合
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か
ら
不
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古
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知
り
合
い
か
ら
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動
産
の
事
で
相
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し
た
い
と
連

動
産
の
事
で
相
談
し
た
い
と
連

絡
が
あ
り
、
久
し
ぶ
り
に
お
会

絡
が
あ
り
、
久
し
ぶ
り
に
お
会

い
し
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
問

い
し
ま
し
た
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い
ろ
い
ろ
な
問

題
を
抱
え
て
い
る
地
主
の
方

題
を
抱
え
て
い
る
地
主
の
方

で
、
売
却
を
前
提
に
地
元
の
不

で
、
売
却
を
前
提
に
地
元
の
不

動
産
業
者
と
年
月
を
か
け
て
進

動
産
業
者
と
年
月
を
か
け
て
進

め
て
い
た
よ
う
で
す
が
、
上
手

め
て
い
た
よ
う
で
す
が
、
上
手

く
い
か
ず
先
方
に
断
り
を
入
れ

く
い
か
ず
先
方
に
断
り
を
入
れ

て
私
の
所
に
来
た
よ
う
で
す
。

て
私
の
所
に
来
た
よ
う
で
す
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そ
れ
な
り
の
大
き
さ
の
土
地

　

そ
れ
な
り
の
大
き
さ
の
土
地

で
す
の
で
関
係
す
る
法
律
や
条

で
す
の
で
関
係
す
る
法
律
や
条

例
も
多
く
、
簡
単
に
処
理
で
き

例
も
多
く
、
簡
単
に
処
理
で
き

る
問
題
で
は
な
い
事
は
直
ぐ
分

る
問
題
で
は
な
い
事
は
直
ぐ
分

か
り
ま
し
た
。
話
を
聞
い
て
い

か
り
ま
し
た
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話
を
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い
て
い
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、
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く
う
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問
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出
て
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ま
し
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の
手
続
き
を
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業
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が
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手
続
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を
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ず
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の
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か
し
な
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え
れ
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お
か
し
な
こ
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か
り
で
、
要
す
る
に
囲
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で
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す
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込
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で
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動
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取
れ
な
い
よ
う

込
ん
で
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動
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取
れ
な
い
よ
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に
し
よ
う
と
し
た
よ
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で
す
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し
よ
う
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せ
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に
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を
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つ
け
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ず
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を
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け

れ
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手
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も
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に
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し
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れ
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手
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に
な
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物
の
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工
事
も
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命
で
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建
物
の
建
設
工
事
も
特
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で
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す
れ
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も
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な
る
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す
れ
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で
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く
め
で
す
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探

に
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で
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で
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の
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は
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が
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気
負
わ
ず
に
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常
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ら
素
材
を
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っ
た
自
然
体
の
歌
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気
負
わ
ず
に
日
常
か
ら
素
材
を
掬
っ
た
自
然
体
の
歌
。

渡
り
ゆ
く
雁
に
別
れ
の
手
を
振
り
ぬ
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の
果
て
の
空
に
消
ゆ
る
ま

渡
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ゆ
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を
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適
度
の
抒
情
性
が
あ
っ
て
気
持
の
い
い
作
品
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適
度
の
抒
情
性
が
あ
っ
て
気
持
の
い
い
作
品
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ら
さ
ら
と
脱
い
だ
靴
よ
り
こ
ぼ
れ
た
り
貝
を
探
し
た
名
残
の
砂

さ
ら
さ
ら
と
脱
い
だ
靴
よ
り
こ
ぼ
れ
た
り
貝
を
探
し
た
名
残
の
砂
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し
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の
添
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の
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技
は
丸

糠
床
を
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ー
グ
ル
ト
で
蓋
し
て
長
旅
の
添
乗
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の
裏
技
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丸
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囀
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落
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光
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陰
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戦
後
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七
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人
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彼
の
花
の
名
の
知
ら
ぬ
ま
ま
散
り
ゆ
け
ば
ふ
と
思
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初
恋
の

彼
の
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の
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散
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の
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扇
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話
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核
心
へ　
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縄　

篠
田　

祥
子

扇
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話
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心
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玉
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祥
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何
を
話
し
て
い
る
か
不
明
だ
が
、
臨
場
感
が
お
も
し
ろ
い
。

　

何
を
話
し
て
い
る
か
不
明
だ
が
、
臨
場
感
が
お
も
し
ろ
い
。

遠
ま
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り
し
て
浜
木
綿
の
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く
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遠
ま
わ
り
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て
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木
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の
咲
く
道
へ　

片
瀬
海
岸　

川
島　

俊
子

　

浜
木
綿
を
み
る
た
め
に
遠
ま
わ
り
す
る
。
エ
レ
ガ
ン
ト
な
句
。

　

浜
木
綿
を
み
る
た
め
に
遠
ま
わ
り
す
る
。
エ
レ
ガ
ン
ト
な
句
。

大
夕
立
雷
神
よ
り
も
怖
い
風　
　
　
　
　
　

辻
堂　

柳　
　

蒼
柳

大
夕
立
雷
神
よ
り
も
怖
い
風　
　
　
　
　
　

辻
堂　

柳　
　

蒼
柳

　

今
年
の
す
ご
い
雨
。
雷
よ
り
も
も
っ
と
怖
い
風
と
実
感
。

　

今
年
の
す
ご
い
雨
。
雷
よ
り
も
も
っ
と
怖
い
風
と
実
感
。
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で
地
球
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る
や
裸
の
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砂
浜
で
子
供
が
地
球
を
掘
る
と
い
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発
想
の
た
の
し
さ
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砂
浜
で
子
供
が
地
球
を
掘
る
と
い
う
発
想
の
た
の
し
さ
。

平
和
と
は
透
明
な
こ
と
花
氷　
　
　
　

片
瀬
海
岸　
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東　
　

清

平
和
と
は
透
明
な
こ
と
花
氷　
　
　
　

片
瀬
海
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伊
東　
　

清

　

花
の
埋
め
こ
ま
れ
た
氷
柱
。
平
和
の
喜
び
を
噛
み
し
め
る
。

　

花
の
埋
め
こ
ま
れ
た
氷
柱
。
平
和
の
喜
び
を
噛
み
し
め
る
。
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揚
羽
蝶
と
路
面
電
車
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し
ろ
い
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代
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の
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子
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洋
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し
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風
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絡
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去
る
八
月
八
日
午
後
三

　

去
る
八
月
八
日
午
後
三

時
、
天
皇
陛
下
の
お
言
葉
が

時
、
天
皇
陛
下
の
お
言
葉
が

ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
い
う

ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
い
う

形
で
放
送
さ
れ
た
。
天
皇
が

形
で
放
送
さ
れ
た
。
天
皇
が

直
接
全
国
民
に
向
け
て
、
心

直
接
全
国
民
に
向
け
て
、
心

に
抱
い
て
お
ら
れ
る
お
気
持

に
抱
い
て
お
ら
れ
る
お
気
持

を
語
ら
れ
る
こ
と
は
初
め
て

を
語
ら
れ
る
こ
と
は
初
め
て

の
こ
と
の
よ
う
に
思
う
。

の
こ
と
の
よ
う
に
思
う
。

　

勿
論
こ
れ
ま
で
も
、
阪
神

　

勿
論
こ
れ
ま
で
も
、
阪
神

淡
路
大
震
災
や
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日
本
大
震

淡
路
大
震
災
や
東
日
本
大
震

災
な
ど
の
大
き
な
災
害
に
際

災
な
ど
の
大
き
な
災
害
に
際

し
て
も
そ
の
都
度
お
見
舞
の

し
て
も
そ
の
都
度
お
見
舞
の

お
言
葉
を
頂
い
て
い
る
が
、

お
言
葉
を
頂
い
て
い
る
が
、

今
回
の
お
言
葉
は
、
全
く
別

今
回
の
お
言
葉
は
、
全
く
別

の
、
陛
下
が
ご
自
身
の
率
直

の
、
陛
下
が
ご
自
身
の
率
直

な
お
心
持
ち
を
述
べ
ら
れ
た

な
お
心
持
ち
を
述
べ
ら
れ
た

と
い
う
点
で
誠
に
画
期
的
な

と
い
う
点
で
誠
に
画
期
的
な

ご
発
言
だ
っ
た
。
御
自
ら
皇

ご
発
言
だ
っ
た
。
御
自
ら
皇

室
の
あ
る
べ
き
姿
に
つ
い
て

室
の
あ
る
べ
き
姿
に
つ
い
て

お
考
え
を
述
べ
ら
れ
る
と
い

お
考
え
を
述
べ
ら
れ
る
と
い

う
こ
と
な
ど
、
私
ど
も
世
代

う
こ
と
な
ど
、
私
ど
も
世
代

に
と
っ
て
は
思
い
及
ぶ
べ
く

に
と
っ
て
は
思
い
及
ぶ
べ
く

も
な
い
こ
と
だ
っ
た
。

も
な
い
こ
と
だ
っ
た
。

　

戦
争
、
し
か
も
敗
戦
と
い

　

戦
争
、
し
か
も
敗
戦
と
い

う
日
本
の
国
家
と
し
て
の
大

う
日
本
の
国
家
と
し
て
の
大

変
革
を
経
て
、
皇
室
が
い
か

変
革
を
経
て
、
皇
室
が
い
か

に
あ
る
べ
き
か
、
国
の
政
治

に
あ
る
べ
き
か
、
国
の
政
治

が
第
一
に
考
え
ね
ば
な
ら
ぬ

が
第
一
に
考
え
ね
ば
な
ら
ぬ

こ
と
を
、
恐
れ
多
く
も
、
天

こ
と
を
、
恐
れ
多
く
も
、
天

皇
御
自
身
が
真
先
に
問
題
提

皇
御
自
身
が
真
先
に
問
題
提

起
さ
れ
た
こ
と
は
、
何
と
い

起
さ
れ
た
こ
と
は
、
何
と
い

う
勇
気
あ
る
お
言
葉
か
、
私

う
勇
気
あ
る
お
言
葉
か
、
私

は
そ
の
時
、
身
動
き
出
来
ぬ

は
そ
の
時
、
身
動
き
出
来
ぬ

程
の
感
銘
を
受
け
た
。

程
の
感
銘
を
受
け
た
。

　

生
前
退
位
と
か
の
問
題
は

　

生
前
退
位
と
か
の
問
題
は

別
に
し
て
、
人
が
ど
う
生
き

別
に
し
て
、
人
が
ど
う
生
き

る
べ
き
か
、
人
間
の
出
所
進

る
べ
き
か
、
人
間
の
出
所
進

退
と
い
う
も
の
が
ど
う
あ
る

退
と
い
う
も
の
が
ど
う
あ
る

べ
き
な
の
か
、
国
民
ひ
と
り

べ
き
な
の
か
、
国
民
ひ
と
り

一
人
が
考
え
ね
ば
な
ら
ぬ
問

一
人
が
考
え
ね
ば
な
ら
ぬ
問

題
を
、
恐
れ
多
く
も
〝
か
み

題
を
、
恐
れ
多
く
も
〝
か
み

ご
い
ち
に
ん
〞
が
自
ら
示
さ

ご
い
ち
に
ん
〞
が
自
ら
示
さ

れ
た
の
だ
。
公
務
御
多
端

れ
た
の
だ
。
公
務
御
多
端

は
、
申
し
上
げ
る
ま
で
も
な

は
、
申
し
上
げ
る
ま
で
も
な

い
こ
と
、
陛
下
の
お
言
葉
に

い
こ
と
、
陛
下
の
お
言
葉
に

あ
る
、
「
国
民
に
寄
り
添

あ
る
、
「
国
民
に
寄
り
添

う
」
と
い
う
お
気
持
に
そ
の

う
」
と
い
う
お
気
持
に
そ
の

す
べ
て
が
現
れ
て
い
る
。

す
べ
て
が
現
れ
て
い
る
。

　

私
の
父
な
ど
、
生
涯
天
皇

　

私
の
父
な
ど
、
生
涯
天
皇

を
〝
天
子
様
〞
と
お
呼
び
し

を
〝
天
子
様
〞
と
お
呼
び
し

て
い
た
。
時
代
は
変
っ
て
行

て
い
た
。
時
代
は
変
っ
て
行

く
。
広
い
公
民
館
の
板
の
間

く
。
広
い
公
民
館
の
板
の
間

　

今
年
ブ
ル
ー
フ
ラ
ッ
グ

　

今
年
ブ
ル
ー
フ
ラ
ッ
グ

（
国
際
環
境
認
証
）を
取
得
し

（
国
際
環
境
認
証
）を
取
得
し

た
由
比
ガ
浜
海
岸
に
隣
接
す

た
由
比
ガ
浜
海
岸
に
隣
接
す

る
坂
ノ
下
海
岸
で
、
８
月
３

る
坂
ノ
下
海
岸
で
、
８
月
３

日
、
親
子
で
楽
し
む
ビ
ー
チ

日
、
親
子
で
楽
し
む
ビ
ー
チ

コ
ー
ミ
ン
グ
が
行
わ
れ
、
６

コ
ー
ミ
ン
グ
が
行
わ
れ
、
６

て
ほ
し
い
」
と
説
明
を
受
け

て
ほ
し
い
」
と
説
明
を
受
け

た
あ
と
、
参
加
者
た
ち
は
引

た
あ
と
、
参
加
者
た
ち
は
引

き
潮
の
波
打
ち
際
を
歩
き
、

き
潮
の
波
打
ち
際
を
歩
き
、

宝
探
し
を
し
た
。

宝
探
し
を
し
た
。

　

１
時
間
ほ
ど
か
け
て
集
め

　

１
時
間
ほ
ど
か
け
て
集
め

ら
れ
た
、
貝
や
カ
ニ
の
甲
羅

ら
れ
た
、
貝
や
カ
ニ
の
甲
羅

や
足
、
岩
笛
と
見
ら
れ
る
穴

や
足
、
岩
笛
と
見
ら
れ
る
穴

の
あ
い
た
石
、
骨
、
陶
器
の

の
あ
い
た
石
、
骨
、
陶
器
の

か
け
ら
な
ど
が
砂
浜
に
並
べ

か
け
ら
な
ど
が
砂
浜
に
並
べ

ら
れ
、
元
葉
山
し
お
さ
い
博

ら
れ
、
元
葉
山
し
お
さ
い
博

物
館
館
長
の
池
田
等
さ
ん
ら

物
館
館
長
の
池
田
等
さ
ん
ら

が
解
説
し
た
。

が
解
説
し
た
。

　

横
浜
か
ら
小
学
生
３
人
の

　

横
浜
か
ら
小
学
生
３
人
の

子
を
連
れ
て
参
加
し
た
柿
澤

子
を
連
れ
て
参
加
し
た
柿
澤

麗
さ
ん
は
「
今
ま
で
何
気
な

麗
さ
ん
は
「
今
ま
で
何
気
な

く
見
な
が
ら
通
り
過
ぎ
て
い

く
見
な
が
ら
通
り
過
ぎ
て
い

た
も
の
を
手
に
取
っ
て
何
か

た
も
の
を
手
に
取
っ
て
何
か

と
考
え
る
の
は
面
白
い
」
と

と
考
え
る
の
は
面
白
い
」
と

話
し
て
い
た
。

話
し
て
い
た
。

　

鎌
倉
の
海
岸
は
湾
が
深
い

　

鎌
倉
の
海
岸
は
湾
が
深
い

の
で
、
海
底
に
堆
積
し
て
い

の
で
、
海
底
に
堆
積
し
て
い

る
縄
文
時
代
の
遺
物
な
ど
も

る
縄
文
時
代
の
遺
物
な
ど
も

拾
え
る
と
い
う
。

拾
え
る
と
い
う
。

組
1818
人
の
家
族
が
参

人
の
家
族
が
参

加
し
た

加
し
た
＝
写
真

＝
写
真
。
湘
。
湘

南
ビ
ジ
ョ
ン
研
究
所

南
ビ
ジ
ョ
ン
研
究
所

〈
白
石
学
理
事
長
・
会

〈
白
石
学
理
事
長
・
会

員
約
員
約
6060
人
〉が
ブ
ル

人
〉が
ブ
ル

ー
フ
ラ
ッ
グ
の
取
得

ー
フ
ラ
ッ
グ
の
取
得

条
件
の
一
つ
に
挙
げ

条
件
の
一
つ
に
挙
げ

ら
れ
て
い
る
環
境
教

ら
れ
て
い
る
環
境
教

育
の
一
環
で
主
催
。

育
の
一
環
で
主
催
。

　

講
師
の
山
田
海
人

　

講
師
の
山
田
海
人

さ
ん
か
ら
「
こ
ん
な

さ
ん
か
ら
「
こ
ん
な

〝
お
宝
〞
が
拾
え
る

〝
お
宝
〞
が
拾
え
る

の
で
拾
っ
た
ら
尋
ね

の
で
拾
っ
た
ら
尋
ね

　

ま
わ
り
の
者
は
俺
の
心
を

　

ま
わ
り
の
者
は
俺
の
心
を

「
弱
い
心
」
と
言
う
。
し
か

「
弱
い
心
」
と
言
う
。
し
か

し
そ
の
弱
さ
と
は
い
っ
た
い

し
そ
の
弱
さ
と
は
い
っ
た
い

何
だ
。
エ
リ
ー
ゼ
と
の
愛
を

何
だ
。
エ
リ
ー
ゼ
と
の
愛
を

貫
い
て
近
代
日
本
建
設
の
要

貫
い
て
近
代
日
本
建
設
の
要

員
と
し
て
の
資
格
を
奪
わ
れ

員
と
し
て
の
資
格
を
奪
わ
れ

る
こ
と
も
、
近
代
的
自
我
の

る
こ
と
も
、
近
代
的
自
我
の

自
覚
に
よ
っ
て
愛
し
た
エ
リ

自
覚
に
よ
っ
て
愛
し
た
エ
リ

ー
ゼ
を
平
気
で
裏
切
る
こ
と

ー
ゼ
を
平
気
で
裏
切
る
こ
と

も
、
自
由
な
近
代
人
と
し
て

も
、
自
由
な
近
代
人
と
し
て

真
に
決
断
し
た
こ
と
に
は
な

真
に
決
断
し
た
こ
と
に
は
な

ら
な
い
。
封
建
的
色
彩
の
色

ら
な
い
。
封
建
的
色
彩
の
色

濃
く
残
っ
て
い
る
「
普
請

濃
く
残
っ
て
い
る
「
普
請

中
」
（
鴎
外
の
短
編
）
の
日

中
」
（
鴎
外
の
短
編
）
の
日

本
で
、
不
決
断
以
外
の
決
断

本
で
、
不
決
断
以
外
の
決
断

が
あ
り
う
る
の
か
。
「
弱
い

が
あ
り
う
る
の
か
。
「
弱
い

心
」
こ
そ
近
代
日
本
の
自
覚

心
」
こ
そ
近
代
日
本
の
自
覚

的
な
心
で
は
な
い
か
。
開
き

的
な
心
で
は
な
い
か
。
開
き

直
っ
た
よ
う
な
気
持
ち
で
自

直
っ
た
よ
う
な
気
持
ち
で
自

ら
の
「
弱
い
心
」
を
見
つ
め

ら
の
「
弱
い
心
」
を
見
つ
め

る
「
戦
闘
的
」
心
の
中
に
、

る
「
戦
闘
的
」
心
の
中
に
、

も
ち
ろ
ん
エ
リ
ー
ゼ
と
の
愛

も
ち
ろ
ん
エ
リ
ー
ゼ
と
の
愛

を
貫
く
決
断
は
も
と
よ
り
、

を
貫
く
決
断
は
も
と
よ
り
、

自
身
で
き
っ
ぱ
り
と
エ
リ
ー

自
身
で
き
っ
ぱ
り
と
エ
リ
ー

ゼ
と
別
れ
る
決
断
も
で
き
な

ゼ
と
別
れ
る
決
断
も
で
き
な

か
っ
た
「
弱
い
心
」
へ
の
後

か
っ
た
「
弱
い
心
」
へ
の
後

悔
の
念
も
強
く
あ
っ
た
の
で

悔
の
念
も
強
く
あ
っ
た
の
で

あ
る
。

あ
る
。

　

『
舞
姫
』
が
出
版
さ
れ
た

　

『
舞
姫
』
が
出
版
さ
れ
た

当
時
、
恋
愛
を
捨
て
て
功
名

当
時
、
恋
愛
を
捨
て
て
功
名

に
走
る
よ
う
な
「
意
志
弱
行

に
走
る
よ
う
な
「
意
志
弱
行

に
し
て
、
精
気
な
く
誠
心
な

に
し
て
、
精
気
な
く
誠
心
な

き
」
人
物
を
な
ぜ
主
人
公
に

き
」
人
物
を
な
ぜ
主
人
公
に

し
た
の
か
と
い
う
評
論
家
・

し
た
の
か
と
い
う
評
論
家
・

石
橋
忍
月
の
批
判
に
対
し

石
橋
忍
月
の
批
判
に
対
し

て
、
鴎
外
は
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ

て
、
鴎
外
は
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ

ア
と
ゲ
ー
テ
の
名
を
挙
げ
て

ア
と
ゲ
ー
テ
の
名
を
挙
げ
て

反
論
し
て
い
る
。

反
論
し
て
い
る
。

　

「
あ
る
べ
き
か
あ
ら
ざ
る

　

「
あ
る
べ
き
か
あ
ら
ざ
る

べ
き
か
」
と
悩
ん
だ
ハ
ム
レ

べ
き
か
」
と
悩
ん
だ
ハ
ム
レ

ッ
ト
だ
っ
て
、
恋
愛
の
た
め

ッ
ト
だ
っ
て
、
恋
愛
の
た
め

に
自
殺
し
た
ウ
ェ
ル
テ
ル
だ

に
自
殺
し
た
ウ
ェ
ル
テ
ル
だ

っ
て
太
田
豊
太
郎
の
よ
う
に

っ
て
太
田
豊
太
郎
の
よ
う
に

弱
い
心
の
持
ち
主
だ
と
い
う

弱
い
心
の
持
ち
主
だ
と
い
う

時
、
確
か
に
鴎
外
は

時
、
確
か
に
鴎
外
は
的ま

と
ま
と

を
外
を
外

し
て
い
な
い
。
近
代
に
な
っ

し
て
い
な
い
。
近
代
に
な
っ

て
人
間
の
歴
史
の
中
で
は
じ

て
人
間
の
歴
史
の
中
で
は
じ

め
て
、
文
学
が
神
や
英
雄
や

め
て
、
文
学
が
神
や
英
雄
や

権
力
者
に
対
し
て
で
な
く
、

権
力
者
に
対
し
て
で
な
く
、

自
分
自
身
の
心
に
関
心
を
向

自
分
自
身
の
心
に
関
心
を
向

け
た
時
、
ハ
ム
レ
ッ
ト
や
ウ

け
た
時
、
ハ
ム
レ
ッ
ト
や
ウ

ェ
ル
テ
ル
の
よ
う
に
人
間
の

ェ
ル
テ
ル
の
よ
う
に
人
間
の

心
の
弱
さ
に
目
が
向
け
ら
れ

心
の
弱
さ
に
目
が
向
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ

る
。
る
。

　

し
た
が
っ
て
近
代
文
学

　

し
た
が
っ
て
近
代
文
学

は
、
古
代
や
中
世
の
文
学
の

は
、
古
代
や
中
世
の
文
学
の

よ
う
に
英
雄
で
は
な
く
、
普

よ
う
に
英
雄
で
は
な
く
、
普

通
の
人
間
が
主
人
公
と
な
っ

通
の
人
間
が
主
人
公
と
な
っ

た
。
そ
の
意
味
で
後
に
鴎
外

た
。
そ
の
意
味
で
後
に
鴎
外

が
『
舞
姫
』
に
ふ
れ
て
、

が
『
舞
姫
』
に
ふ
れ
て
、

『
舞
姫
』
は
「
小
な
る
人
物

『
舞
姫
』
は
「
小
な
る
人
物

の
小
な
る
生
涯
の
小
さ
な
旅

の
小
な
る
生
涯
の
小
さ
な
旅

路
の
一
里
塚
な
る
べ
し
」
と

路
の
一
里
塚
な
る
べ
し
」
と

書
い
た
時
、
鴎
外
は
『
舞

書
い
た
時
、
鴎
外
は
『
舞

姫
』
こ
そ
近
代
文
学
で
あ
る

姫
』
こ
そ
近
代
文
学
で
あ
る

と
の
自
負
が
あ
っ
た
に
違
い

と
の
自
負
が
あ
っ
た
に
違
い

な
い
。

な
い
。

 （
神
奈
川
歯
科
大
名
誉
教
授
）

（
神
奈
川
歯
科
大
名
誉
教
授
）

　

鴎
外
は
な
ぜ
こ
と
さ
ら

　

鴎
外
は
な
ぜ
こ
と
さ
ら

『
舞
姫
』
の
主
人
公
の
豊
太

『
舞
姫
』
の
主
人
公
の
豊
太

郎
を
フ
ァ
ウ
ス
ト
と
は
正
反

郎
を
フ
ァ
ウ
ス
ト
と
は
正
反

対
の
、
自
ら
の
意
志
で
行
動

対
の
、
自
ら
の
意
志
で
行
動

で
き
な
い
「
弱
い
人
間
」
、

で
き
な
い
「
弱
い
人
間
」
、

責
任
を
親
友
相
沢
に
転
嫁
し

責
任
を
親
友
相
沢
に
転
嫁
し

て
し
ま
う
卑
怯
な
人
間
と
し

て
し
ま
う
卑
怯
な
人
間
と
し

て
描
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

て
描
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

ド
イ
ツ
留
学
中
の
森
鴎
外

　

ド
イ
ツ
留
学
中
の
森
鴎
外

は
も
ち
ろ
ん
、
卑
怯
で
も

は
も
ち
ろ
ん
、
卑
怯
で
も

「
弱
き
心
」
の
持
ち
主
で
も

「
弱
き
心
」
の
持
ち
主
で
も

な
か
っ
た
。
む
し
ろ
自
ら
の

な
か
っ
た
。
む
し
ろ
自
ら
の

力
を
確
信
す
る
フ
ァ
ウ
ス
ト

力
を
確
信
す
る
フ
ァ
ウ
ス
ト

的
自
我
の
持
ち
主
で
、
エ
リ

的
自
我
の
持
ち
主
で
、
エ
リ

ー
ゼ
と
の
ベ
ル
リ
ン
で
の
恋

ー
ゼ
と
の
ベ
ル
リ
ン
で
の
恋

愛
も
『
舞
姫
』
と
は
ま
っ
た

愛
も
『
舞
姫
』
と
は
ま
っ
た

く
違
っ
た
青
春
を
謳
歌
す
る

く
違
っ
た
青
春
を
謳
歌
す
る

よ
う
な
も
の
だ
っ
た
ろ
う
。

よ
う
な
も
の
だ
っ
た
ろ
う
。

も
ち
ろ
ん
近
代
的
自
我
の
持

も
ち
ろ
ん
近
代
的
自
我
の
持

ち
主
と
し
て
二
人
は
愛
を
育

ち
主
と
し
て
二
人
は
愛
を
育

ん
だ
の
で
あ
っ
た
。

ん
だ
の
で
あ
っ
た
。

　

だ
か
ら
こ
そ
エ
リ
ー
ゼ
は

　

だ
か
ら
こ
そ
エ
リ
ー
ゼ
は

日
本
で
の
愛
の
続
行
を
信
じ

日
本
で
の
愛
の
続
行
を
信
じ

て
日
本
ま
で
鴎
外
を
追
っ
て

て
日
本
ま
で
鴎
外
を
追
っ
て

来
た
し
、
鴎
外
に
も
ま
た
、

来
た
し
、
鴎
外
に
も
ま
た
、

近
代
日
本
は
二
人
の
愛
を
受

近
代
日
本
は
二
人
の
愛
を
受

け
入
れ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
と

け
入
れ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
と

い
う
信
頼
が
あ
っ
た
。

い
う
信
頼
が
あ
っ
た
。

　

し
か
し
帰
国
途
上
の
パ
リ

　

し
か
し
帰
国
途
上
の
パ
リ

へ
の
列
車
の
中
で
、
エ
リ
ー

へ
の
列
車
の
中
で
、
エ
リ
ー

ゼ
を
連
れ
て
帰
る
こ
と
を
上

ゼ
を
連
れ
て
帰
る
こ
と
を
上

官
石
黒
に
告
げ
、
石
黒
の
強

官
石
黒
に
告
げ
、
石
黒
の
強

い
反
対
に
あ
っ
た
時
、
鴎
外

い
反
対
に
あ
っ
た
時
、
鴎
外

は
そ
れ
が
石
黒
一
人
で
は
な

は
そ
れ
が
石
黒
一
人
で
は
な

く
、
こ
れ
か
ら
帰
ろ
う
と
す

く
、
こ
れ
か
ら
帰
ろ
う
と
す

る
日
本
全
体
の
答
え
な
の
だ

る
日
本
全
体
の
答
え
な
の
だ

と
い
う
こ
と
に
気
づ
い
た
の

と
い
う
こ
と
に
気
づ
い
た
の

で
あ
る
。
そ
の
時
鴎
外
は
ド

で
あ
る
。
そ
の
時
鴎
外
は
ド

イ
ツ
で
築
い
て
き
た
近
代
人

イ
ツ
で
築
い
て
き
た
近
代
人

と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ

と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ

ィ
が
音
を
立
て
て
崩
れ
、
自

ィ
が
音
を
立
て
て
崩
れ
、
自

分
を
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
分

分
を
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
分

か
ら
な
い
ま
ま
日
本
に
帰
っ

か
ら
な
い
ま
ま
日
本
に
帰
っ

問
題
に
つ
い
て
苦
慮
し
、
周

問
題
に
つ
い
て
苦
慮
し
、
周

り
の
者
が
彼
女
を
何
と
か
ド

り
の
者
が
彼
女
を
何
と
か
ド

イ
ツ
に
返
そ
う
と
躍
起
に
な

イ
ツ
に
返
そ
う
と
躍
起
に
な

っ
て
い
た
時
、
周
囲
の
誰

っ
て
い
た
時
、
周
囲
の
誰

か
、
も
し
か
し
て
親
友
の
賀

か
、
も
し
か
し
て
親
友
の
賀

古
鶴
所
か
ら
言
わ
れ
た
言
葉

古
鶴
所
か
ら
言
わ
れ
た
言
葉

だ
っ
た
と
思
わ
れ
て
な
ら
な

だ
っ
た
と
思
わ
れ
て
な
ら
な

て
き
た
。

て
き
た
。

　

私
に
は
相
沢
が
豊
太
郎
を

　

私
に
は
相
沢
が
豊
太
郎
を

諫
め
て
言
っ
た
「
こ
の
一
段

諫
め
て
言
っ
た
「
こ
の
一
段

の
こ
と
は
も
と
生
ま
れ
な
が

の
こ
と
は
も
と
生
ま
れ
な
が

ら
な
る
弱
き
心
よ
り
出
で
し

ら
な
る
弱
き
心
よ
り
出
で
し

な
れ
ば
」
と
い
う
物
語
中
の

な
れ
ば
」
と
い
う
物
語
中
の

言
葉
は
、
鴎
外
が
エ
リ
ー
ゼ

言
葉
は
、
鴎
外
が
エ
リ
ー
ゼ

い
。
エ
リ
ー
ゼ
の
こ
と
は
お

い
。
エ
リ
ー
ゼ
の
こ
と
は
お

前
の
「
弱
い
心
」
が
引
き
起

前
の
「
弱
い
心
」
が
引
き
起

こ
し
た
と
言
わ
れ
て
、
鴎
外

こ
し
た
と
言
わ
れ
て
、
鴎
外

は
苦
虫
を
か
み
つ
ぶ
し
た
よ

は
苦
虫
を
か
み
つ
ぶ
し
た
よ

う
な
気
持
で
自
分
の
「
弱
い

う
な
気
持
で
自
分
の
「
弱
い

心
」
と
対
峙
し
た
の
で
あ

心
」
と
対
峙
し
た
の
で
あ

る
。
る
。

に
、
じ
か
に
膝
を
お
つ
き
に

に
、
じ
か
に
膝
を
お
つ
き
に

な
っ
て
、
被
災
者
の
老
人
と

な
っ
て
、
被
災
者
の
老
人
と

言
葉
を
交
わ
さ
れ
る
天
皇
、

言
葉
を
交
わ
さ
れ
る
天
皇
、

皇
后
が
お
ら
れ
る
国
を
、
私

皇
后
が
お
ら
れ
る
国
を
、
私

た
ち
は
大
切
に
し
な
け
れ
ば

た
ち
は
大
切
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

な
ら
な
い
。
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